
（別紙様式４－２）                                               （特別支援学校用） 
 

熊本県立松橋西支援学校（高等部上益城分教室） 令和４年度（２０２２年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
心豊かでたくましい児童生徒の育成 
〇 心豊かであるということ 
・ 優しく思いやりがあり、自然や周囲の人を大切にすることができる。 
・ 自分の好きなことを見つけ、感性豊かに感じ取ったり表現したりできる。 
・ 友達や教師と積極的にかかわり、気持ちを重ね合わせながら活動できる。 

〇 たくましいということ 
・ 自ら健康に気をつけ、体力を高めながら元気に毎日を過ごすことができる。 
・ 困難さを感じても、自己肯定感を元に挑戦する意欲を持つことができる。 
・ 自らの生活に目標を持って、積極果敢に取り組むことができる。 

 
２ 本年度の重点目標 
○ より良い授業  
・育てたい資質・能力を踏まえた年間計画の作成（教務部） 
・運動の日常化による体力の向上及び生活習慣の向上（保健体育部） 
・児童生徒会活動の充実と、地域社会との交流の推進（生徒指導部） 
・児童生徒の社会的・職業的自立を目指すキャリア教育の推進（進路指導部） 

○ より良い教師  
・授業評価シートを活用した評価検討会及び観点別学習状況の評価における専門性の向上（研究部） 
・ＩＣＴ教育の実践及びプログラミング学習の取組に向けた基礎研修の実施（情報教育部） 

○ より良い学校  
・校内外の行事・諸活動を全体的に見渡した、円滑な業務の遂行（総務部） 
・環境保全活動の推進及び防災意識の高揚と防災対応能力の向上（環境安全部） 
・人権教育の視点で、よりよい教育的支援を行うための校内支援体制の検討（教育支援部） 

 
３ 自己評価総括表 
評 価 項 目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
評
価 成果と課題 大項目 小 項 目 

学校 
経営 

時間外勤務

時間の縮減

を目指した

業務改善の

実施 

 

・時間外勤務
縮減を目標と
した計画的な
業務の遂行 

・年間３６０時間
超過者の割合
を前年比１５％
縮減する。 

・業務負担の実態
を把握し簡素化と
精選を行う。 
・毎月の衛生委員
会時に職員の勤
務実態を把握し
該当する職員に
は積極的な声か
けと面談を実施
する。 

Ｂ 
 

・生徒指導の対応で多忙な
月は時間外勤務時間数が
多くなる職員が見られたが、
それ以外の月は、概ね時間
外勤務縮減を意識して業務
を遂行することができた。引
き続き業務改善の工夫を図
りたい。 

授業の
充実 

育てたい資

質能力を踏

まえた年間

指導計画の

作成  

・各教科等の年

間学習計画へ

の反映 

・年間指導計画を

随時（約１ヶ月毎）

確認していく。 

・朝会や分教室会等

をとおして職員間

で確認し、周知して

いく。 

・理科、社会、情報等

において、学習内

容を検討し、共有

する。 

B 

・それぞれの職員が育てたい
資質能力を学習計画に反
映させ、概ね計画的な授業
実践に取り組むことができ
た。 
・授業におけるICT活用、生
徒のタブレット活用も積極
的に進めることができた。 

運動の日常

化による体

力の向上及

び生活習慣

の向上 

 

・生徒が自ら取り

組める種目の

設定 

 

・生徒の肥満

防止や生活

習慣の向上に

関する取組の

検討 

・体つくり運動を中

心にサーキット種

目やニュースポ

ーツを取り入れる

。 

・生徒の肥満度

や生活習慣の

実態について

把握する。 

・生徒が取り組みや

すい内容や、自己

評価表等を準備す

る。 

・職員、保護者を

対象とした講師

招へい研修会(健

康に関する講演

会)を実施する。 

A 

・１０分間ランニングなど体つくり

運動を中心に行い、体力の向

上を図ることができた。 

・ボッチャに取り組み、ニュース

ポーツへの関心を高めること

ができた。 

・健康に関する講演会により、肥

満防止に対する認識を変える

ことができた。 



授業評価シ

ートを活用

した評価検

討会及び観

点別学習状

況の評価に

おける専門

性の向上 

・単元及び題
材のまとまりご
との評価規準
を設定した授
業実践 

・国語、数学の評
価規準一覧を
作成する。 

・評価検討会を実
施し、評価規準
の設定や評価の
在り方についての
検討を行う。 
・学習評価と授業
評価を踏まえた
授業改善のポイ
ントを共有する。 

B 

・評価検討会を実施したこと
により、評価の仕方やそれ
に伴った授業内容を検討す
ることができた。次年度は学
部ごとに取り組む内容を検
討する予定である。 

ＩＣＴ教育の

実践及びプ

ログラミング

学習の取組

に向けた基

礎研修の実

施 

・ICT機器を活
用した授業作
りの推進 

 
・プログラミング
学習の基礎研
修の実施 

・全職員がICT機
器を活用した授
業作りができる
環境をつくる。 
・全職員がプログ
ラミング的思考
に関する理解を
深め、実践につ
なげる。 

・授業計画シート
にICT活用の項
目を設け、授業
研究会等で、そ
の効果について
検証する。 
・プログラミング学
習についての研
修を年２回実施
する。 

B 

 各授業においてICTを多分
に活用することができた。 

 プログラミング学習について
の研修を受講し、授業への
活用及び実践例の作成を
行うことができた。 

 次年度は、ICT、プログラミ
ング学習のさらなる活用事
例増強に努めたい。 

キャリア
教育 
(進路 
指導) 

生徒の社会

的・職業的

自立を目指

すキャ リ ア

教育の充実 

 

・関係機関と連携

した進路指導の

充実 

・一般就労につな

がる現場実習先

を開拓する。 

 

・キャリア発達を促

す進路学習の実

践を系統的に行う

。 

・進路指導主事と連

携し、生徒のニー

ズに応じた企業を

中心に訪問を行う。 

・「職業」の授業を中

心に将来を見据え

た内容を職業家庭

の両面から考える。 

A 

・進路指導主事、事業所と密
に連携することで、新たに新
設される事業所の情報を共
有することができ、職員、生
徒にも情報提供することがで
きた。また、新たに実習先を
２カ所開拓できた。 
・担任の先生方の協力の下、
スムーズに実習を行うことが
できた。 

・社会人としての基礎知識等

を系統的かつ継続的に学

習することができた。 

生徒 
(生活) 
指導 

生徒会活動

の充実と、

地域社会と

の交流の推

進 

・生徒主体の生

徒会活動の確

立 

 

・甲佐高校との交

流及共同学習

等の充実 

・生徒が主体的に

行事等の運営に

関わる態度の育

成を図る。 

・様々な交流を通

して共に仲間とし

ての意識や経験

の拡大を図る。 

・生徒会役員による

定期的な話し合い

を実施し、集会等の

内容を検討・決定

する。 

・学年通信を通して

保護者に活動の様

子を伝える。 

Ｂ 

・新型コロナウイルスが流行して

いたこともあり定期的に集会な

どを開くことができなかった。

そんな中でも甲佐高校と体育

祭や青垣祭などで交流を深め

ることができた。次年度は、より

生徒会活動を確立できるように

計画を立てて実践したい。 

人権教
育の推
進 

命を大切に

する心を育

む指導の実

践 

・職員研修と人
権学習の充実 

・職員研修、人
権学習を計画
的に実施し、人
権感覚を高める
。 
・年間計画を立
て、各学年で人
権学習を実施
する。 

・人権に関する職
員研修を年５回
行い、人権学習
の充実につなげ
る。 

・甲佐町学校人権教

育部会に継続して

参加し、地域への

理解と啓発に繋げ

る。 

Ｂ 

・人権学習年間指導計画に
基づき、人権学習を実施し、
生徒の人権意識を高めること
ができた。 
 
・甲佐町学校人権教育部会
にできるだけ参加したり、人
権標語を出品したりした。次
年度も甲佐町の取組にも協
力していきたい。 

いじめ
の防止
等 
 

いじめの未

然防止・早

期発見・対

策等におけ

る取組の充

実 

・いじめ防止の
取組の情報発
信 

 

・職員研修を通し

て、いじめを早期

に発見し、防止す

るための実践力

を高める。 

・気になる生徒の様

子を日常的に職員

間で共通理解を図

り、共通実践につな

げる。 

A 

・気になる生徒への様子を、朝

会や学部会などで日常的に共

通理解を図ることで、共通実践

につなげることできた。また、

保護者への伝達も速やかに行



 ・生徒に対する指

導の内容や様子

を具体的に保護

者に伝える。 

・いじめ防止に関す

る授業実践の様子

を学年通信等で保

護者に伝える。 

うことができた。次年度は、より

迅速に対応できるように、職員

間での協力体制を整えて実践

したい。 

地域 
支援 

地域におけ

る支援体制

の充実 

・巡回相談及
び近隣の地域
への対応 

・巡回相談や来
所相談、就学相
談等に適切に
対応する。 

・依頼者と確実な
連絡調整を行う。 
・巡回相談後の取
組状況の確認と
適切な継続支援
を行う。 

A 

・次年度の高等部上益城分
教室への入学を見据えた就
学相談では、依頼者と日程
調整を行い、適切に対応す
ることができた。 
・教育相談後、詳細に記録をま
とめることにも努めた。 

人権教育の

視点で、より

よい教育的

支援を行う

ための校内

支援体制の

検討 

・生徒理解や教

員間の連携を

深めるためのケ

ース会議の実

施 

・生徒の思いや
背景に重点を
置いたケース会
議を実施する。 

・月行事に位置づけ

て、運営する。 

・ケース会議の重

点を周知するとと

もに、評価を基に

今後の支援につ

いて確認を行う。 

Ｂ 

・分教室会での生徒の情報共有

や臨時のケース会を実施しな

がら生徒理解を深め、支援の

仕方を検討し、支援にあたるこ

とができた。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰ
ﾙなど) 

環境保全活

動の推進及

び防災意識

の高揚と防

災対応能力

の向上 

・教室や校舎周

辺の環境美化

活動の実施 

 

・甲佐高校、地域

との連携による

防災意識の向

上と災害時対応

の構築 

・掃除の時間にお

ける継続的な指

導や校舎周辺の

環境美化活動を

推進する。             

・甲佐高校、学校

近隣地区の合同

避難訓練を行い、

協力の在り方を確

認する。 

・生徒、職員全員で

清掃活動に取り組

む。 

・防災マニュアルの

共通理解を図り、避

難経路等の手順書

を作成する。 

・関係者と情報共有

を図りながら、対応

について意見交換

する 

Ｂ 

・災害時の避難に関する共通理

解や避難経路の作成、情報共

有や意見交換はできた。 

・校舎周辺の清掃活動は、イベ

ント前に行ったが、取組として

少なかったように思う。 

 

４ 学校関係者評価 
○進路指導部が発行する通信には、保護者としてもしっかりと目を通している。以前実施されてい
た保護者の事業所訪問は難しい状況であるが、コロナの扱いが軽減したら、元のような事業所訪
問を実施してほしい。 

○制約のある環境下で、成果や実績を積みあげるのは難しいと思う。学校独自で解決できる課題も
あれば、外部の支援がなければ解決できない課題もあるので、学校運営協議会委員ともそのよう 
な事情を共有できれば、より建設的な意見や支援ができると思う。 

○教育目標や重点目標に対して、総括表ではきめ細かく具体的方策等が記入されており、わかりや
すい評価表になっている。 

 

５ 総合評価 
○保護者アンケートでは、昨年度よりも「そう思う」の割合が大きく増えており、学校の取組が保
護者の方々に良く伝わっていると感じた。その一方で、「わからない」の割合も気になる。 

○教職員アンケートにおいて、否定的な回答の割合が気になった。教職員の資質向上はどこの学校
でも永遠の課題と言えるが、自らの組織や人材育成に厳しい視点を持っている教職員が存在する
集団と捉えると、ありがたいとも言える。 

○保護者・職員アンケートで、「あまりそう思わない」「そう思わない」の数値が高いところが気
になる。特に「教師の専門性や指導力」について。「保護者の教師への期待感と実感とのずれ」
ではないか。決して教師の専門性や指導力に疑問があるわけではなく、保護者の思い描いている
イメージと教師のイメージとの違いが、時としてトラブルの原因になるのではないか。その差異
を埋めるためにも、教師が保護者の思いを知り、それに寄り添う姿勢を見せること。同時に教師
自身の思いを保護者に伝えることが大切ではないか。 

○アンケート結果から、個々の教職員の専門性や意欲の差を感じる。意欲のある職員の業務が過重
にならないよう、成果を出している職員が不公平感を感じないよう、適切な評価や業務量に配慮



が必要である。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
○一部の保護者からの厳しい意見もあるが、学校への期待が大きいとも受け取れる。これからは、
より丁寧な説明が必要になると感じている。 

○保護者アンケートの「わからない」という回答について、今後学校として保護者の方へどのよう
に伝えていくのか検討する必要がある。「わからない」を１％でも「そう思う」にしていくため
に。 

○保護者の厳しい意見にしっかりと向き合う教師をひとりでも多く育成してほしい。「保護者の不
安＝生徒のＳＯＳ」でもあり、高等部移転についても、「環境が変わることの不安」という記述
もあり、その不安を少しでも取り除けるよう寄り添ってほしい。 

○Ｂ評価については、次年度Ａ評価になるよう期待している。本校と分教室の、それぞれのＡ評価
を組み合わせていくことで、より良い学校運営ができていくのではないか。 

 


